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◆「融資金（設備資金）の使途」作成の際の留意点◆

１．「使用目的」「設備名」「仕様・型状」「数量」「金額」欄は、融資先事業者が日本財団に提出した設備資金の「借入計画

書」Ｐ6「(１)設備資金の使途明細」から作成してください。「金額」欄は所要資金額（消費税込み）の金額を記載して
ください。（千円）単位で記入する場合は、その旨表示してください。所要資金額の合計額の記載は不要ですが、記載
する場合には、最下欄に「所要資金額合計○○○円」と記載してください。
２．機構共有船建造、低・脱炭素船舶建造、船舶改修資金の場合ともに、機構共有船建造、低・脱炭素船舶建造・船舶改
修資金の「借入計画書」の使途明細から作成してください。この場合、「使用目的」は共有船及び低・脱炭素船建造の
場合は船舶建造、改修の場合は船舶改修と記載。「設備名」は貨物船・フェリー船・曳船などの船種、船名があれば船
名を記載。 「仕様・型状」は、船級・総トン数・船舶の大きさ・主機関の種別・型式・出力、速力・船質・建造（改
修）造船所などを記入してください。また、「金額」欄は消費税込みの建造請負金額となります。この金額は当然なが
ら借入計画書の「設備資金の使途明細」の所要資金合計額と同一金額です。
３．持株会社が子会社の設備資金として転貸する場合（外国船への改修資金の海外子会社への転貸も含みます）は、「使用
目的」欄に、「子会社○○○の設備（購入）資金として転貸」と記載し、借入計画書に添付されている当該子会社が作
成した設備資金の使途明細に基づき、「設備名」「仕様・型状」「数量」「金額」には子会社の購入設備とその仕様・型
状、数量、金額（消費税込みの所要金額）をご転記下さい。船舶改修の場合は上記２．を参考にして「設備名」「仕様・型状」欄を記載してください。所要資金合計額の記載は不要ですが、記載する場合には、最下欄に合計○○円とご記入ください。
以　上
